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           ―亀岡市保津町の取り組み― 
 






































































































































































 それを実現するための枠組みとして、以下の 7項目が挙げられている。 
①農業生産に直接関係する生物だけでなく、広い価値観で多様な生物を評価する。 























催され、平成 17年から、試験放鳥が始まる。現在、飼育個体 95個体（平成 24年 2月 22日）、野外








































 こうした保津町全体に活力を入れていこうという活動は、それ以前から行われており、平成 14年 4
月には、保津町まちづくりビジョン推進委員会議を設置し、ふるさと保津を考える会、亀岡駅北開発
を考える会、保津川の河川敷の利用を考える会などで、保津町の活性化について話し合いがもたれ、



















































     フの提案、都市と農村の交流をすすめましょう。 
テーマ 2．そこで、「生きもの共生」（生物多様性保全型農業）を特色とした、新しいふるさと産品を 






 1） 水端かわまちづくりWG 
2） ふれあいかわまちづくりWG 
3） にぎわい拠点整備WG 
























写真記事 1 京都新聞に掲載された農業塾の様子。 















  た私には大きな経験だった。ごま粒の半分もないようなネギの種をまき、それがだんだんと成長 
  して、今は 10cm程度のネギのミニチュアになっている。秋には、ネギとして収穫できる予定だ 
  が、あの小さな種がネギになっていく過程を見ることで、植物も生き物であることを心底実感し 
  た。生物学を教える身ではずかしい話だが、生き物を食べているということと改めて向き合った 
  ように思う。 
 2）農業は一人でやるにはあまりにつらいものだと思った。草引き、鍬仕事などの作業を、一人で、  






















































兵庫県但馬県民局地域振興部豊岡農業改良普及センター 2006「兵庫県立コウノトリの郷公園 保護増殖の歴史 コ
ウノトリ育む農法」（http://www.stork.u-hyogo.ac.jp/chronol/index.php） 
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